
被
災
増
加
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
改
訂
へ

大
規
模
火
山
噴
火
・
水
害
を
想
定

官
民
一
体
で
周
知
活
動
を
展
開

国
交
省

連
絡
会
議
改
正
建
築
物
省
エ
ネ
法
施
行
へ

国
土
交
通
省
は
１１
月
２５
日
、
東
京
・
新
宿
区
の
日
本
下
水
道
新
技
術
機
構
会
議
室
で
第
１
回
「
下
水
道
Ｂ
Ｃ
Ｐ

策
定
マ
ニ
ュ
ア
ル
改
訂
検
討
委
員
会
」
（
委
員
長
・
中
林
一
樹
東
京
都
立
大
学
・
首
都
大
学
東
京
名
誉
教
授
）
を

開
催
し
た
。
水
害
に
よ
る
下
水
道
の
被
災
が
増
加
し
、
火
山
の
大
規
模
噴
火
に
よ
る
降
灰
被
害
も
想
定
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
関
連
施
設
の
早
期
復
旧
体
制
構
築
を
は
じ
め
と
す
る
下
水
道
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
を
抜
本
的
に

強
化
す
る
。
来
年
３
月
末
を
め
ど
に
改
訂
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
ま
と
め
る
方
針
だ
。

国
交
省
は
平
成
２１
年
に
地

震
へ
の
対
応
を
柱
と
し
た
マ

ニ
ュ
ア
ル
第
１
版
を
策
定

後
、
新
た
に
発
生
し
た
災
害

で
浮
上
し
た
課
題
な
ど
に
対

応
す
る
た
め
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
見
直
し
を
進
め
て
き
た
。

具
体
的
に
は
平
成
３０
年
豪
雨

や
令
和
元
年
東
日
本
台
風
に

よ
る
大
規
模
水
害
、
北
海
道

胆
振
東
部
地
震
や
令
和
元
年

房
総
半
島
台
風
に
よ
る
大
規

模
停
電
な
ど
に
対
応
し
た
改

訂
を
行
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
内
閣
府
は
大
規
模
噴
火

の
降
灰
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
な

ど
へ
の
影
響
を
検
討
し
て
い

る
。
ま
た
最
近
の
水
害
が
激

化
・
頻
発
化
し
、
下
水
道
施

設
が
長
期
に
わ
た
っ
て
機
能

を
停
止
す
る
被
害
が
増
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
学
識
者
や

地
方
公
共
団
体
な
ど
で
構
成

す
る
検
討
委
を
立
ち
上
げ
、

現
行
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂
に

着
手
す
る
。

初
会
合
で
は
冒
頭
、
石
崎

隆
弘
国
交
省
水
管
理
・
国
土

保
全
局
下
水
道
部
下
水
道
事

業
課
事
業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推

進
室
長
が
「
当
初
の
下
水
道

Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
地
震
対
策
を
柱
と

し
て
い
た
が
、
水
害
や
津
波

な
ど
に
適
用
範
囲
を
広
げ
て

今
日
に
至
っ
て
い
る
。
内
閣

府
で
は
火
山
の
大
規
模
噴
火

対
応
策
の
検
討
を
進
め
て
い

る
。
ま
た
２
年
前
に
熊
本
県

の
球
磨
川
決
壊
で
下
水
道
施

設
に
多
大
な
被
害
が
発
生
す

る
な
ど
水
害
も
激
甚
化
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
に

し
た
」
と
設
置
趣
旨
を
説
明

し
、
積
極
的
な
協
力
を
要
請

し
た
。

ま
た
中
林
委
員
長
は
「
下

水
道
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
技
術
な
ど
の

ハ
ー
ド
面
だ
け
で
な
く
、
被

災
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
な

ど
も
重
視
し
た
内
容
と
な
っ

て
い
る
。
今
回
は
火
山
の
降

灰
対
策
や
水
害
対
策
な
ど
が

焦
点
と
な
っ
て
お
り
、
将
来

発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
災

害
に
備
え
る
必
要
が
あ
る
。

事
前
対
応
は
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
本
来

の
趣
旨
で
も
あ
り
、
ハ
ー
ド

・
ソ
フ
ト
の
両
面
で
見
直
し

に
取
り
組
み
た
い
」
と
意
欲

を
示
し
た
。

続
い
て
ポ
イ
ン
ト
と
な
る

火
山
の
噴
火
や
水
害
の
背

景
、
最
近
の
下
水
道
施
設
の

被
災
状
況
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
改

訂
の
対
象
範
囲
な
ど
を
説
明

す
る
と
と
も
に
、
検
討
内
容

の
方
向
性
を
提
示
し
た
。
大

規
模
噴
火
に
つ
い
て
は
設
備

へ
の
障
害
な
ど
の
直
接
的
な

項
目
と
物
資
搬
入
の
途
絶
や

職
員
の
健
康
被
害
な
ど
の
間

接
的
な
項
目
に
分
け
て
対
策

を
検
討
す
る
。
降
灰
が
引
き

起
こ
す
下
水
道
管
の
閉
そ
く

な
ど
を
想
定
し
た
対
策
を
盛

り
込
む
考
え
だ
。
水
害
で
は

水
位
上
昇
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま

な
影
響
や
制
御
装
置
の
水
没

を
見
据
え
た
対
策
、
汚
水
が

あ
ふ
れ
た
場
合
の
処
理
方
法

な
ど
を
議
論
す
る
。

自
治
体
の
取
り
組
み
で
は

桜
島
噴
火
に
対
応
し
た
地
域

防
災
計
画
を
策
定
し
て
い
る

鹿
児
島
市
や
富
士
山
噴
火
を

想
定
し
た
川
崎
市
と
東
京
都

が
具
体
的
な
事
例
を
紹
介
。

台
風
被
害
で
千
曲
川
が
決
壊

し
た
長
野
県
や
球
磨
川
の
洪

水
被
害
を
体
験
し
た
熊
本
県

人
吉
市
は
被
災
か
ら
復
旧
・

復
興
に
至
る
道
の
り
を
解
説

し
た
。

国
土
交
通
省
は
１１
月
２５

日
、
東
京
・
千
代
田
区
の
ベ

ル
サ
ー
ル
半
蔵
門
で
第
１
回

「
改
正
建
築
物
省
エ
ネ
法
・

建
築
基
準
法
の
円
滑
施
行
に

関
す
る
連
絡
会
議
」
を
開
催

し
た
。
６
月
に
公
布
さ
れ
た

改
正
建
築
物
省
エ
ネ
法
・
建

築
基
準
法
の
円
滑
な
施
行
へ

官
民
一
体
と
な
っ
た
周
知
活

動
を
展
開
し
て
い
く
。

同
連
絡
会
議
は
設
計
者
、

施
工
者
、
審
査
者
、
発
注
者

な
ど
が
改
正
法
に
適
切
に
対

応
で
き
る
よ
う
新
設
。
一
般

社
団
法
人
建
築
設
備
技
術
者

協
会
（
赤
司
泰
義
会
長
）
、

一
般
社
団
法
人
日
本
設
備
設

計
事
務
所
協
会
連
合
会
（
髙

木
俊
幸
会
長
）
な
ど
関
連
２３

団
体
が
参
加
し
て
い
る
。

初
会
合
で
は
豊
田
俊
郎
国

土
交
通
副
大
臣
が
冒
頭
あ
い

さ
つ
に
立
ち
「
今
回
の
法
改

正
は
建
築
分
野
で
省
エ
ネ
対

策
を
強
化
す
る
た
め
実
施
し

た
。
２
０
２
５
年
に
お
け
る

新
築
建
築
物
の
省
エ
ネ
基
準

適
合
を
混
乱

を
招
く
こ
と

な
く
実
現
す

る
た
め
、
官

民
一
丸
と
な

っ
た
周
知
活

動
や
建
築
審

査
体
制
の
充

実
、
適
切
な

設
計
・
施
工

体
制
の
確
保

な
ど
が
必
要

だ
」
と
述

べ
、
意
欲
的
な
取
り
組
み
を

呼
び
か
け
た
。

続
い
て
改
正
法
の
概
要
や

木
材
利
用
促
進
施
策
な
ど
を

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
改
正

法
の
円
滑
な
施
行
に
向
け
た

取
り
組
み
と
し
て
講
習
会
や

動
画
配
信
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

な
ど
の
テ
キ
ス
ト
作
成
を
例

示
し
た
。
ま
た
各
参
加
団
体

が
現
在
の
取
り
組
み
状
況
や

要
望
事
項
な
ど
を
説
明
し
、

活
発
な
意
見
交
換
を
繰
り
広

げ
た
。

石崎室長

国交省検討委が初会合

中林委員長

関係団体が取り組み状況を説明

豊田副大臣
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